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2 . 傾斜 計によ る観測
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図 1 三宅島の位置図゜
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図 2 三宅島の傾斜変動図 (6月 26日 1 2時～28日 1 2時）
計の動きは緩やかになり、 マグマは三 地下のマグマの動きを推定することが
宅島の地表にかなり近づいたもの の、 できます。図 3は傾斜変化とともに発
幸い、溶岩は噴出しないで、三宅島の 生した地震の震源を描いたものです。
西の方へ移動していったことがわかり マグマが厚さ 1 ~ 2 m程度の薄い板状
ました。噴火の可能性が低くなったと になって、三宅島の地下の岩盤に押し
判断されたため、 6 月29日には、全島 入ってきたときに、 周囲の岩盤にかか
で避難勧告が解除されました。今回の る力の状態が変わる のでこのような地
三宅島の火山活動では、このように防 震が起きると考えられてい ます。
災科学技術研究所が 三宅島に設置して 防災科学技術研究所では 、 1986年の
いた傾斜計が火山活動の推移を判断す 伊豆大島噴火や1989年の伊豆半島東岸
るために重要な役割を果たし ました。 での地震 ・火山活動において、傾斜計
図 2の傾斜計の動きを詳しくみると、 で地下のマグマの動きを高い精度で捉
18時30分頃から21時頃まで東部坪田地 えた実績がありました。このため噴火
区の傾斜変動が大きく、 22時頃から27 の可能性が指摘されていた 三宅島でも、
日1 時頃まで雄山南西部の阿古観測点 1995年から1998年にかけて傾斜計や微













3 .  噴火の推 移 と令後の課 題
三宅島で溶岩の噴出は起こ らなかっ
たのですが、神津島から新島周辺の地
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図 3 三宅島の震源分布(6月 26日～27日）
写真 1 陥没した雄山山頂の火口(7月1 7日中日本航空（株）撮影・提供）
噴火から陥没が始まり、8 月上旬には
直径1 .4km、深さ400m以上の規模になり






られています。さ らに、 8月 中旬には山
頂からの噴火が断続的に発生し、8 月
18日には高度1 万数千mまで噴煙の上
がる噴火、8 月29日には火砕流を伴う
噴火も発生したため、9 月1 日に東京
都は三宅村民の島外避難を決めました。
2000年三宅島噴火では、三宅島に向
かって上昇してくるマグマの動きを傾
斜計が捉えることに成功しました。し
かし7 月8 日以降始まった山頂火口か
らの噴火と火口の陥没・拡大という現
象は、3000年ぶりという活動のしかた
で、地下のマグマの様子もはっきりわ
かっていません。このようにまれな現
象を理解し、推移を予測することは困
難を伴いますが、将来の噴火予知の前
進に向けて、引き続き観測網の整備と
観測データから地下で起こっている現
象を正しく把握し、的確に予測するた
めの研究を押し進めていかなければな
りません。
（問い合わせ先：地震調査研究センター
火山噴火調査研究室 鵜川元雄）
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